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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 花田　康寛

福岡県バスケットボール協会

九州大会２回戦、長崎２位の瓊浦高校対宮崎４位の宮崎工業の対戦、瓊浦は、＃５、＃６、＃１０、＃１５、＃１７、宮崎
工業は＃４、＃５、＃６、＃７、＃１３で試合開始。１Q、両チームハーフコートマンツーマン。瓊浦＃１５の高さを警戒する
宮崎工業に対し、瓊浦は＃１７、＃６、＃１０の３Pなど外角シュートやドライブなどで得点を重ねる。高さに慣れてきた宮
崎工業はディフェンスをゾーンに変え、ミドルシュートや＃７、＃１６の３Pで得点するが、リバウンドを支配され３１対１
５。２Q宮崎工業のゾーンに対し、瓊浦は空いたスペースに＃１５が飛び込むなど攻略する。宮崎工業は＃５のジャンプ
シュートや＃６のオフェンスリバウンドに活路を見出す。５０対３０で前半終了。３Q宮崎工業はマンツーマンに戻し、積
極的に３Pを打ってオフェンスリバウンドを狙うが、徐々にシュート率が下がる。瓊浦は、＃６、＃１７のドライブなど、＃１
５にディフエンスが集中する中、他のプレイヤーが着実に得点しリードを広げ、６６対４０。４Q宮崎工業は＃１４のジャン
プシュートや３Pで得点し、残り６分から仕掛けたゾーンプレスで残り１分で１８点差まで追いあげる。瓊浦は、ゾーンプレ
スに慌てた場面も見られたが、激しいディフェンスで相手のミスを誘いつつ得点し、ゾーンプレスにも次第に慣れ８６対６
８で試合終了。
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第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 修猷館高等学校

日時 平成31年3月23日

副審 白銀 将信

(土) 16:30

コート Eコート 第6試合

カテゴリー 男子 2回戦
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